
情

心の本体

気タマ

シル
(知る)

気
付
く

想念の経路

（キ）

想念は

・第二の心
・意識を通さない
・言葉で云えない
・静的　受動的

情 知 意 の順で働く

・触覚（feel）
・心の本体

伝わる（位置を持たない）
経路①→Ｅ軸上の実体と
　Ｍ軸上の物質とをつなぐ＝知る

・五感につながる
・視覚
・聴覚
・味覚
・嗅覚
・触覚（touch）

知

「心の成り立ち」と「想念の経路」

意

意識

意識

① ②

シヰ
センス
　マインド

ソウル
　マインド

・第一の心
・意識を通す
・言葉で云える
・浅い感情
・能動的

・生命維持の
　欲求

経路 経路

・ココロバ（良心）
・タマ
・ミヤビ
　ナサケヱダ≒(情)
　アワレヱダ≒ナサケの
   つながり
　　→時（過去と現在）

岡潔の表現

ヰクラムワタヲ
ネコヱワケ

ネコヱ＝想念？
　声の元？
　タマノヲ＝想念？

日月神示の
（キ）気

Ｇ・アダムスキー
の表現

顕在的

趣がわかる

潜在的
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弱い

シヰに地上の物質が寄り集まって生命が創られる

Ｍ軸

Ｅ軸
実体(タマ)

経路①

経路②

強い

縄文哲学での
表現

記紀での
表現

（シラス・
　ウシハク）


